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姫路獨協大学 

 

認証評価結果に対する改善報告書 

 

平成 30 年 7月 20日 

 

１． 大学名：姫路獨協大学 

 

２． 認証評価実施年度：平成２７年度 

 

３． 「改善を要する点」の内容 

基準項目：2－1 

 〇医療保健学部こども保健学科の収容定員充足率が 0.7 倍未満であり、改善を 

要する。 

 

４． 改善状況及び結果 

基準項目 2－1 について 

  〈現状について〉 

 こども保健学科は、こどもの健やかな成長を願い、こどもの発達を複眼的、総

合的に捉えられる力を養うことを目指している。従って、保育や幼児教育の知識・

技術のみならず、保健、健康発達の領域における専門の理論も学習するところに

特色がある。この特色に照らし、多様な領域にわたる学習を学生に提供をしてき

たが、これまでの学生の就職先や学習内容の理解度などの現状を踏まえ、平成 29

（2017）年度よりカリキュラム改正を行い、コース制を導入した。これに伴い、

コースに応じた学費に改定（減額）する枠組みを作った。しかしながらこの変更

にかかる決定が平成 28（2016）年 9 月であったため、広報活動を十分行うことが

できず、充足率の改善には至らなかった。 

 そこで、平成 29（2017）年度は学生募集活動について、以下のように取り組み

募集を行ってきた。 

 

〈改善に向けた主な取り組み〉 

（1） 学生募集活動の活性化 

① 学科独自パンフレットの作成と活用 

部外者が理解しやすいよう、説明文を整理し、写真を多用した学科独自の 

パンフレットを作成し、高校訪問やオープンキャンパスなどにおいて活用 

した。 

・春のオープンキャンパスパンフレット【2－1－1】 

・夏のオープンキャンパスパンフレット【2－1－2】 

② ホームページの充実 

 これまでの内容を変更し、学科の学びや楽しさが伝わるよう工夫した。 
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「こども保健学科最新情報」では、学科の活動をリアルタイムに写真とと 

もにアップした。また「学生からのメッセージ」として、学年別に在学生 

から高校生へ向けて語ってもらった。新しい試みとしてゼミ紹介も行い、 

大学生活の一端を見てもらえるようにした。【2－1－3】 

③ 高校へのアプローチ 

 入試課職員などによる高校訪問のほかに、学科教員による高校訪問を複数 

回行い、カリキュラム改正、学費減額の説明、奨学金支援制度などについ 

て説明をした。その際、本学科在学生に、出身高校の先生に大学での近況 

報告メッセージを書いてもらい、持参した。【2－1－4】 

 なお、高校訪問ができなかった高校へは、学科より挨拶文を同封し、学生 

の近況報告メッセージを郵送した。【2－1－5】 

④ 姫路市立高校の高校生との交流会を実施 

姫路市企画の「未来の保育士応援プロジェクト」の一環として、姫路市近

郊の高校生と本学科学生との交流の場を設けた。その場において、学生は

高校生に対し、学科の具体的な授業内容についての紹介を行った。高校生

には、学科の実践力を強化する授業システムに関心を示してもらうことが

できた。【2－1－6】 

⑤ 入試日程の追加 

最終入試日（3/17 実施）を D 日程とし、入試の機会を増やした。 

【2－1－7】 

 

（2） 地域貢献を通しての広報活動 

① 姫路獨協大学創立 30 周年記念行事として「こども絵画コンクール」「まち

なか 1DAY CAMPUS」を開催 

 姫路市内の保育所、幼稚園、認定こども園の在園児及び市内在住の幼児対 

象に絵画コンクールを開催し、597 作品の応募があった。【2－1－8】 

「まちなか 1DAY CAMPUS」においては「こどもの遊び場」を設け、子ども 

たちと交流を図った。【2－1－3 に含む】 

いずれも高校生への直接のアプローチではないが、地域の子どもとかかわ 

る活動を通して学科の広報を行った。 

② 学内の「プレイルームわくわく」活動 

学内の施設を活用し、地域の子どもたちに対し、遊び場の提供と遊びの支

援を行っている。身体を使った動的な遊び、歌や絵本の読み聞かせ、製作

等の静的な遊びを組み合わせた活動には、学生も参加し学習の機会となっ

ている。【2－1－9】 

③ 地域での様々な活動 

学生教育の一環として地域の園、福祉施設などにおいて様々な活動を実施

し、地域への貢献とともに学科の広報につなげた。【2－1－10】 

④ 姫路市教育委員会との連携 

姫路市との連携事業として、「あすなろ教室」を開催した。【2－1－11】 
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（3） 募集活動の結果 

① 充足率の改善に向けて、上記（1）（2）の取り組みを行ったが、平成 30（2018）

年度の入学者数は 19 名にとどまり、充足率は 0.38 であった。この結果を

踏まえ、評議会において、こども保健学科の学生募集を停止することにつ

いて学園理事会に附議することが承認され、学園理事会における承認【2

－1－12】を経て、文部科学省にこども保健学科の学生募集の停止を報告

し、【2－1－13】併せて、ホームページ上に「重要なお知らせ」として告

知した。【2－1－14】 

 

平成 30 年度までの入学定員充足率 

 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 平均 

入学定員 50 50 50 50 50 ― 

入学者 19 18 24 14    19 18.8 

充足率 0.38 0.36 0.48 0.28   0.38 0.376 

 

 

５． エビデンス（根拠資料）一覧 

基準項目２－１の資料 

【2－1－1】春のオープンキャンパスパンフレット 

【2－1－2】夏のオープンキャンパスパンフレット 

【2－1－3】こども保健学科ホームページ 

【2－1－4】学科教員による高校訪問リスト 

【2－1－5】在学生出身高校への挨拶文 

【2－1－6】「未来の保育士応援プロジェクト」チラシ 

【2－1－7】2018 年度入学試験実施日程表 

【2－1－8】「こども絵画コンクール」チラシ 

     「こども絵画コンクール」開催要項 

     「こども絵画コンクール」結果報告 

【2－1－9】「プレイルームわくわく」活動ホームページ 

【2－1－10】学生の地域活動の記録 

【2－1－11】姫路市教育委員会生涯学習課あすなろ教室開催 

【2－1－12】獨協学園理事会議事録抄本（平成 30 年 3 月 22 日） 

【2－1－13】学生募集停止報告書（文部科学省） 

【2－1－14】募集停止について（ホームページ掲載文） 

 

 


